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 令和元年度 第７回部長会議 会議記録（要旨） 

 

 開催日時：令和元年９月３日（火）  10時00分から11時20分まで 

 開催場所：市長公室 

出席者：牧野市長、木下副市長、代田教育長、寺澤総務部長、櫻井総合政策部長、細田リニア推進部長、塩沢

リニア推進部参事、松下市民協働環境部長、清水健康福祉部長、遠山産業経済部長、寺田産業経済部

参事、北沢建設部長、島﨑建設部参事、前澤上下水道局長、宮内市立病院事務局長、串原市長公室長、

北澤危機管理室長、原会計管理者、吉川議会事務局長、今村教育次長、赤羽目消防長兼総合政策部付

参事、原田秘書広報課長、塚平財政課長、田中企画課長 

 

 会議内容 

  

 １ 理事者あいさつ 

  ＜市長＞ 
    市における危機管理事案というのは、先日の防災訓練に想定される災害のような有事はもちろんだが、

平時におけるものなど様々な事案がある。担当課においては、事案が発生した際には迅速な対応を心掛け、

同時に速やかに理事者まで報告するようにしてほしい。仮に危機管理事案であるかの判断が難しい場合は、

その判断もふくめて、課題を組織全体で共有化を図り、解決に向けた対応に取り組むことが重要となるの

で、そういった体制づくりにも取り組んでほしい。 

９月に入ったが、各々の取組みについて上半期の振り返りをしっかり行い、下半期の取組みにつなげて

もらいたい。 

 

＜副市長＞ 
    市長の話に関連するが、先日の議会本会議において監査委員事務局から内部統制機能の充実を望む意見

もだされている。職員間の情報共有が重要であるので意識を高めて取り組んでほしい。また、今後の議会

の一般質問や決算審査の対応にむけてしっかりと準備して臨んでほしい。 

 

＜教育長＞ 
    9/1 の防災訓練であるが、リアリティを意識した内容が盛り込まれていてよかったと思う。ただ、まだ

まだリアリティを高めて取り組めることがあると思う。各部署が現場でのリアルな災害対応を想定するこ

とが重要で、教育委員会では、部内で勉強会を改めて開催することを決めたところである。是非、各部署

でも検討していただきたいと思う。 

 

 

 ２ 報告事項 

（１）飯田幼児教育・保育のあり方方針について（健康福祉部） 

 ◇趣 旨：改訂後12年経過する「保育所民営化方針」を見直し、新たに掲げる「飯田市幼児教育・保育施設

のあり方方針」について説明する。９月20日予定の飯田市議会全員協議会で報告する。       

◇論点・課題 

  ・子どもの数は減少傾向にあるが、保育に対するニーズ（未満児、保育時間延長等）は高まっている。 

    ・市民のニーズに対応できる保育環境を整備するために、公立、民間のそれぞれの保育の役割を十分検

証し、地域の実情にあわせて、保育人材の確保、育成にも積極的に取り組むことで、質の高い保育を

目指していく。 

    ・民営化方針についてはこれまでの手法に対して、新制度を活用した教育、医療等の他業施設との複合

化など新たな選択肢を加えて、引き続き検討を続けていく。 

    ・今後、新たな方針を固めて、現在見直しを進めている次期「子育て応援プラン」に反映させていく。 

◇主な意見等 

    （市民協働環境部長）地区の市政懇談会でも保育に関する意見も出されているが、保育士の人材確保は

重要な課題であり、移住定住推進室など庁内担当課が連携して戦略的に取り組むことが必要。 
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 （教育次長）保育士の人材誘導という観点から、消費税増税後の保育士の賃金等の待遇への影響を把握

しておくことも重要。 

 （病院事務局長）他地区で認定保育園を設立し施設整備の充実に取り組んだことで、出産意欲の向上に

つながったという事例を聞いた。枠組みを変えることで効果につながった一例だが、未満児に重点を

置くということであれば、資料に未満児の人数も掲載し把握できた方が良いと思う。 

 

（２）いいだ山里街づくり推進計画（飯田市版立地適正化計画）策定に向けた調整について（建設部） 

◇趣 旨：いいだ山里街づくり推進計画の素案策定の経過（都市計画審議会、議会、パブリックコメント等）

と計画素案の内容説明。12月までに計画決定をするための今後の手続き等について説明。 

◇論点・課題 

    ・いいだ山里街づくり推進計画（飯田市版立地適正化計画）は、目指す将来都市構造「拠点集約連携型

都市構造」の実現を目指す。 

    ・国の立地適正化計画制度の適用を受ける「街」の区域について、効果的な施策や財政支援などを活用

することを見据えた計画とする。 

    ・都市計画区域外の「山」「里」の区域のあり方についても、20 地区の基本構想が策定されている現状

に鑑み、地域の土地利用計画や景観等のルールづくりの取組と一体的に連携する。 

◇主な意見等 

    （教育次長）現在、計画区域外に立地している施設で、将来的に改築等が検討されるものに対して、同

計画との整合性を十分図っておいてほしい。 

    （市長）策定は 12 月予定だが、今後、立地される施設等で方針が定まっておらず未決定のものに対し

て、決定したかのような誤解がされないように十分配慮して計画に反映すること。 

   

（３）三遠南信自動車道飯喬道路 2工区全線開通前記念イベントの開催日等について（建設部） 

◇趣 旨：計画されているイベントの内容案や地元調整の進捗について報告する。 

◇論点・課題 

  ・日程については国との調整中のため確定（公表）にはもう少し時間がかかる。 

◇主な意見等 

特になし  

 

（４）令和元年度議会報告会の開催について（議会事務局） 

◇趣 旨：市民の声を政策づくりに反映できるよう取組むことを目的として、10月１日から10日かけて議

会報告会を開催する。 

◇論点・課題 

  ・議会とまちづくり委員会が共催し７ブロックで開催する（全体会→分科会→全体会の流れで実施）。 

・分科会は常任委員会ごと３つのテーマを設定して意見交換を行う。 

◇主な意見等 

特になし 

 

（５）飯田市議会全員協議会（9/20）における報告事項について（総合政策部） 

◇趣 旨：９月20日開催予定の飯田市全員協議会で予定されている案件２件を報告する。 

◇主な意見等 

特になし 

 

（６）飯田市議会各常任委員会協議会における報告事項について（総合政策部） 

◇趣 旨：９月６日～18日に開催が予定されている飯田市議会第３回定例会の各常任委員会協議会の報告事
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項を報告する。 

◇主な意見等 

   特になし 

 

 

３ その他、連絡事項 

 

 

 ４ 閉 会 


